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共愛学園前橋国際大学 

背景 （１） 
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【人     口】  

 200,808人（2017年12月）  

【外国人住民】   

 12,139人（2017年12月） 

 ・群馬県で最大 

 ・64カ国（ブラジル、ペルー、ベトナム等） 

【外国人雇用状況】 

 6,866人（2017年10月） 
 

※上記の各数値・データについては群馬県HP「外国人住民数の状況」他、厚

生労働省群馬労働局「外国人雇用状況の届出集計結果（平成29年10月末現

在）」 などを参照。 

国際都市化する伊勢崎市に隣接する本学。 
「多文化共生社会」の創造へ向けて、何ができるか？ 

伊勢崎市の概要と同市による「多文化共生社会」へ向けた取り組み 

【多文化共生社会へ向けた市の取り組み】  

・外国人相談窓口 

 の設置 

・外国人生活ハンド 

 ブックの配布 

・行政文書の翻訳 

・日本語教室開催 

・国際ボランティア 

・多文化料理会 等 
広報誌「いせさき」12月1日号（No.311）の表

紙。同号特集は「多文化共生」。 



共愛学園前橋国際大学 

背景 （２） 

【県による指針の策定】  

群馬県多文化共生推進指針(2007) 

・多文化共生: 国籍や民族などの異なる

人々が、互いの文化的ちがいを認め合い、

対等な関係を築こうとしながら、地域社会

の一員として、その個性と能力を発揮し、

共に生きること。 

→群馬県はもとより、伊勢崎市においてはどの

程度、達成出来ているのだろうか。Cf. 平成28年

「定住外国人実態調査」 

国際都市化する伊勢崎市に隣接する本学。 
「多文化共生社会」の創造へ向けて、何ができるか？ 

「多文化共生社会」の現実とは？ 本学と地域とのつながりを生かした事業立案へ  

【本学の強み】 

・様々な地域連携事業の実績 

・国際社会学部に５コース 

・外国にルーツを持つ在学生らの存在 

 

【地域NPOとの連携】 

NPO法人「いせさき協議会 社会貢献ネッ

ト」（代表：本堂晴生） 

・NPOと地域、関連機関のつなぎ役 

・本学との地域連携事業の実績 
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共愛学園前橋国際大学 

事業概要 

【事業名】  伊勢崎市における「多文化共生社会」の現実に学ぶ〜本学と地 

     域NPOとの連携を通して〜  

【代表者】  西舘崇（本学国際コース専任講師） 

【連携先】  NPO法人「いせさき協議会 社会貢献ネット」（代表：本堂晴生） 

【協力者】  大谷明（群馬県多文化共生推進士）、関根崇（JICA群馬デス 

     ク）、田村マリル（伊勢崎市役所市民部国際課）、本学国際 

     コース教員 

【期 間】  2017年4月〜2018年3月 

【目 的】  多文化共生に関する、①学生の学びの機会創出、②主要NPOと 

      の関係構築、③地域との協働の可能性の追求 

【内 容】  ①学内における各種講演会等の実施、②学外における各種講演 

      会等への参加、③事業内容の情報発信 

【経 費】  講師謝金、イベント開催費、データ打ち込み等 
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共愛学園前橋国際大学 

目的 

①本学学生が群馬県内（特に伊勢崎市）における多文化共生
社会の現実を学ぶ機会を提供すること = 学びの機会創出 
  
②伊勢崎市における主要なNPO団体等と本学との関係構築を
行うこと = 主要NPOとの関係構築  
 
③本学と地域が「多文化共生社会」の実現に向け，共同して取
り組む課題を設定すること = 可能性の追求  

公務員 ベンチャー 
銀行 

・ 

証券 

マスコミ 
NPO 
職員 

国際機関 

職員 

本学 
 
・多種・多様な背景を有する 

 外国にルーツを持つ学生た 

 ちの存在 

・様々な地域連携事業の推進 

× 
伊勢崎市 

 
・群馬県一の外国人居住者数 

 （国籍は６０カ国以上） 

・多文化共生に関する様々な取 

 り組みの蓄積 
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共愛学園前橋国際大学 

方法 

まずは友人・知人づくりと機会創出に全力投入。 
協働の可能性が追求できるかは半信半疑。 

 
 

• 学内における講演、イベント
などの実施。 

• 学外における勉強会、講演会、
シンポジウムなどの情報提供。 
 
 
 

 

 

• 連携先NPOやつながりを持った関
係者たちの問題関心や立場に寄り
添った形で「課題設定」を行うこ
とで、「協働」から得られる利益
を可能な限り最大化。 

• 大学が関わることのメリットを明
示し、協働型のプロジェクトを企
画・立案。 

• 成果物・事を学内外に向けた発信
活動を通した、関係者・協力者・
協働者へのフィードバックの実施。 

①学びの機会創出 

③協働の可能性の追求 

 
 

• 連携先NPOとの関係構築 
• 連携先NPOをハブとして、

様々なイベントに参加。 
• 一つの出会いから、イベント

参加、ゲスト講演開催などを
通して、次の関係へとつなぐ。 

②主要NPOとの関係構築 
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共愛学園前橋国際大学 

実施内容（１） 

①学内における各種講演会等の開催 
 

NO.1 交流会「フィリピン人コミュニティ『絆』との交流会」（2017年5月27日） 

NO.2 講演会「日本に住む外国人の子どもたちの人生の現状と課題」（講師：本堂晴生 さん）
（2017年6月7日） 

NO.3 対談「地域多文化共生を目指す〜外国語で日本語を教えることを通して」（講師 

：若林スエリさん）（2017年6月13日） 

NO.4 講演「東南アジアからの難民〜若い東南アジア人材の活用性」（講師：山本雄次 

さん）（2017年7月3日） 

NO.5 講演「群馬県における中国人強制連行問題」（講師：松永守男さん）（2017年7月5日） 

NO.6 講演「外国人の人権について〜群馬における諸事例から考える〜」（講師：下山順さん
）（2017年7月21日） 

NO.7 特別セッション「世界のリズムを奏でよう〜多文化共生社会の創造へ向けて〜」（講師
：清水和美さん・スマイルビート代表）（2017年10月21日） 

NO.8 講演「私の隣人〜ともに創る暮らしの安心」（講師：木村栄子さん・他、自衛隊群馬地
方協力本部）（2017年11月20日） 

NO.9 講演「アフリカにおける国際協力に学ぶ」（講師：関根崇さん・JICA群馬デスク）（
2017年12月7日） 

NO.10講演「伊勢崎市における国際化と多文化共生の現在」（講師：吉田佑美 ​さん・伊勢崎市
役所市民部国際課）（2017年12月13日） 

NO.11講演「群馬県における中国残留孤児・残留婦人」（講師：松永守男さん・日中友好協会
群馬支部支部長）（2018年1月17日） 

NO.12 講演「前橋市国際交流協会における活動」（講師：中根良一 ​さん・前橋市国際交流協
会事務局長）（2018年1月24日） 
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共愛学園前橋国際大学 

NO.1 交流会「フィリピン人コミュニティ『絆』との交流会」 
（2017年5月27日）の様子 
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共愛学園前橋国際大学 

NO.7 特別セッション「世界のリズムを奏でよう〜多文化共生社会の創造へ向けて
〜」（講師：清水和美さん・スマイルビート代表）（2017年10月21日）の様子 
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共愛学園前橋国際大学 

NO.10講演「伊勢崎市における国際化と多文化共生の現在」（講師：吉田佑美​さ
ん・伊勢崎市役所市民部国際課）（2017年12月13日）の様子 
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共愛学園前橋国際大学 

学生用ワークシート → PDF化し講師へフィードバック  

xxxxx  xxxxx  
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共愛学園前橋国際大学 

実施内容（２） 

②学外における各種講演会等への参加 

 １）「自由な討論の場」（NPO法人「いせさき協議会 社会貢献ネット」 

   主宰）への参加 

 ２）群馬県委託事業「外国人コミュニティコーディネーター養成講座」（    

   同上、NPO法人受諾）への参加 

 ３）外国人が教える日本語教室（NPO法人「いせさき協議会 社会貢献ネ 

   ット」主宰）視察   

 ４）「いせさきグローバルネットワーク〜多文化共生から地域の活力へ〜 

   」パネルディスカッション「実体験から紐解く、多文化共生」 （伊勢 

   崎市青年会議所主催）への参加 

 

 

 
③事業内容の情報発信  

 ・大学HPを利用した事業内容の情報発信 
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共愛学園前橋国際大学 
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共愛学園前橋国際大学 
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共愛学園前橋国際大学 

成果 〜実践的側面 （１） 

【学生のコメント（例）】  

「生まれてから今まで群馬に住んでいるのに、こ

んなにも多くのフィリピン人の方々が住んでいる

なんて全く知らなかった。これを機にフィリピンに

ついて調べていきたい」「日本のことを私たち以

上に知っていて、考えていることにすごく驚いた。

共生のために何ができるか、私もしっかりと考え

たい」（No.1 交流会より）。「自分は日本での外

国人の権利の話を聞いたことがありませんでし

た。今日の話は初めて聞いたものが多く驚きが

多かったです」（No.6 講演会より）。 

学生の地域社会（特に多文化共生に関わる）に対する気づ
き、考察、発展的演習へのきっかけ作り 

【発展的演習（例）】 

・学生による論文「地域社会を考えるー小中学校

における外国籍児童と日本人児童の関わり方を

通して多文化共生社会を築く」の執筆。「第９回 

青雲塾・中曽根康弘賞」論文コンクールでの受賞。 

授賞式の様子 
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共愛学園前橋国際大学 

成果 〜実践的側面 （２） 

【つながりから生まれた学びの幅の拡大】  
 
１）「いせさきグローバルネットワーク〜多文化
共生から地域の活力へ〜」パネルディスカッショ
ン「実体験から紐解く、多文化共生」 （伊勢崎市
青年会議所主催）への参加 
２）「国際交流サロン in Maebashi-Benten-
House」にて本学学生 (国際コース2年）がパネリ
ストとして登壇。（前橋国際交流協会・多文化共
生ぐんま主催） 
３）平成 29 年度 多文化共生シンポジウムにて本
学学生(英語コース1年）が報告者及びパネリスト
として登壇（群馬県多文化共生課主催） 
４）平成29年度「多文化共生講演会・シンポジウ
ム」、第２部シンポジウム「外国人住民と共に乗
りこえる災害〜『支える』から『支えあう』へ
〜」（伊勢崎市市民部国際課主催）へ西舘がコー
ディネーターとして参加。 

※下線部は連携先NPOからの紹介からつながった

協力・連携先 

連携先NPOをハブとした「つながり」の連鎖が、 
学生のさらなる学びの幅を拡大 

国際交流サロンの様子 

多文化共生シンポジウムの様子 
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共愛学園前橋国際大学 

成果 〜学術的側面  

【基礎データの収集】  
 

・テキストマイニング分析（言語データ
（文章やスピーチ等）において、特定の
キーワードの使用頻度やキーワード間の
相関関係を調べたり、特定の言葉が使わ
れる文脈などを分析したりする手法）の
ための基礎データの収集。 
 
・本事業で実施した各種講演会（No.3か
らNo.6）の自由回答部分の文章データを
入力、整備。 
 
    No.3  総回答数98  有効回答数 97 
    No.4  総回答数135  有効回答数134 
    No.5  総回答数99  有効回答数 94 
    No.6  総回答数76  有効回答数76 
 
  

「国際社会と地域をつなぐ学生の心、気づき」を可視化し、
分析するための基礎データの収集 

xxxxx  
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共愛学園前橋国際大学 

NO.3 対談「地域多文化共生を目指す〜外国語で日本語を教えることを通して」（
講師：若林スエリさん）（2017年6月13日）の基礎テキストデータ 
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共愛学園前橋国際大学 

NO.3 対談「地域多文化共生を目指す〜外国語で日本語を教えることを通して」（講師：若
林スエリさん）（2017年6月13日）の基礎テキストデータ （1回以上の語の出現件数） 
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共愛学園前橋国際大学 

言語データに基づく分析の可能性 

言語データを用いたネットワーク図（イメージ） 

（創新ノート：http://note.soushin-lab.co.jp/archives/686より抜粋） 

 

・学生の多文化共生や国際
関係に対するイメージや考
えの背景（心象地図や認知
地図などと呼ばれる）を可
視化。 
 
・共愛12の力（例えば
「共生のための態度」「グ
ローカル・マインド」等）、
の可視化。 
 
・プロジェクト・事業参加
学生と不参加学生との比較
分析。 等 
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共愛学園前橋国際大学 

成果 〜「COC＋」スキームから見た本事業の意義  

伊勢崎地域の特色（外国人住民の大幅な増加に伴う一地方
自治体の急激な国際化）に対する本学からの働きかけ 

【国際化の進む伊勢崎地域が求

める人材育成と基礎体力作り】  
 

・現場で活躍する人々や各種講演会
等から、伊勢崎地域の現状を知り、
現状から学ぶ。これにより、自らの
地域について考察、地域での生き方
を模索。 
・地域社会との将来的な協働へ向け
た人的つながり・ネットワークの構
築。 
・就業支援という点では大きな課題。 

 
・「大学が地方公共団体や企
業等と協働して、学生にとっ
て魅力ある就職先の創出をす
るとともに、その地域が求め
る人材を養成するために必要
な教育カリキュラムの改革を
断行する大学の取組を支援す
ることで、地方創生の中心と
なる『ひと』の地方への集積
を目的」とする。（文部科学
省HP「地（知）の拠点大学
による地方創生推進事業
（COC+）」より） 

 
 

 

COC＋の目的 
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共愛学園前橋国際大学 

今後の課題 

①学外における講演会や勉強会等への学生の参加 

 

②外国にルーツを持つ学生の就業支援のあり方の検討 

 ・（参考）平成29年度群馬県多文化共生推進士連携事業「伊勢崎市 

   地域産業での留学生インターンシップによる多文化共生職場づ 

   くり実践活動」の実践  

  ・西舘崇（2018）「留学生による伊勢崎地域インターンシップ事業 
   の意義」『共愛学園前橋国際大学論集』第18号（近刊） 

 

③地域（市政やNPO、専門家ら）との持続的かつ発 

 展的な協力関係の構築 

 

④言語データの集積と分析の精緻化 
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共愛学園前橋国際大学 

皆様のお力添えとご協力・ご清聴に 

心からの感謝を申し上げます。 
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